
1 円の面積について

小学校で学習した円の面積の公式を証明しよう.

Pointく (円の面積

半径 7の円の面積 Sは,円周率をπとして,

s=π″2

で求められる.

考え方

求める図形の面積は

図の斜線部分の 4個分

です
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円の面積と楕円の面積

円の面積 πγ2

2 円の面積と円周の長さの関係
言うまでもなく,半径 ″の円の面積 と円周の長

さは

γπ
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円周の長さ彙駐ぇ_
ですが,こ れらがお互い「微分」と「積分」の関

係になっていることに気づいていましたか。

このことは微積分の本質に関わることなので,検

証したいと思います なぜ,円周の長さを積分する
と円の面積になるのでしようか.

円を図のように半径 ′の円を同心円に分割し

ます.

極めて半径の等しい 2つの同心円で囲まれた部分

面積を考えます (図の斜線部分)
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これを切って広げると,
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これは,縦 α″,横 2π″の長方形と考えられるの

で,こ の部分の面積は

2π″×d″

したがって,

めだから,

求める円の面積は0≦ ″≦″の寄せ集
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″α″=[π″2]|=π″2

となります.つまり,

円の面積は円周の長さの寄せ集め

と考えれば,円の面積 πγ2と 円周の長さ 2π″とが

お互いに微分と積分の関係にある理由がわかると思

います。
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3 楕円の面積
今度は楕円の面積について考えよう

Pointく (楕円の面積

長軸の長さが 2α,短軸の長さが 2ら である楕円

の面積 Sは ,円周率をπとして,

S=παι

で求められる (ただしα>0,う >0)

考え方  楕円の式

チ
+子 =1を 考え
ます.い うまでもなく,

図の対称性から第 1象

限部分の面積を 4倍 し

ます
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①≠十チ=1より,
y2=ι2__■i==iチ (α2_″2)

よって,υ =土 :ν
′
α2_″2なので,楕円の″軸

よりも上部の式は,y=:yα 2_″2.

したがって,求める楕円の面積 Sは

S=4氏
α
:、
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の注 α=う =グ の場合が「半径γの円」です。

ここで,スα Vα2_ノα″は,原点中心,半径αの
円の面積の :を表しているから,

■

″注 楕円
iチ
+1:=1は 半径 αの円を上

下に

'倍

圧縮したもの, と考えれば当然の結果で

すね。

例 題  次の曲線で囲まれた部分の面積を求
めよ.

(1)2″2+3υ2=6  (2)3″ 2+4υ2=1

考え方 ぃずれも楕円なので先ほどの公式を使え
ば一発で面積が求められます.

①  曲線 3“2+4υ2=1は 楕円を表している.
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この楕円の
“
軸よりも上部の式は,

y=:yl-3″ 2.

したがって,求める楕円の面積 Sは

S==4」
1鳥 :y`1-3″

2α″

=4」
1岩手v/7α“
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